


















① ② ③
●早め点灯により、歩行者や自転車の

早期発見に努めましょう。

●走行中は、小まめに「上向き」に切り

替えて、視界の確保に努めましょう。
※前照灯の下向きは「すれ違い前照灯」、上向き

が「走行用前照灯」です。

栃木県警察本部みんなで明るく交通安全

～夕暮れ時からの
　夜間の交通事故防止～
～夕暮れ時からの
　夜間の交通事故防止～

ライト（前照灯）
早めのライト点灯、小まめな切替え

ライト（右）
右からの横断者にも注意

ライトアップ（目立つ）
反射材、LEDライト等の活用

ライト（前照灯）
早めのライト点灯、小まめな切替え

●歩行者の死亡事故のうち、車から見
て右側から横断する歩行者と衝突す
る事故が多発してい
ます。進路の右側に
も注意して走行しま
しょう。

ライト（右）
右からの横断者にも注意

●歩行者や自転車利用

者は、反射材やＬＥ

Ｄライト等を身につ

け、目立つようにし

ましょう。

ライトアップ（目立つ）
反射材、LEDライト等の活用

３３３ライトアクション 推進中！サンサン

29
年
元
日
朝
日
輝
き
暖
や
平
和
の
祈
を 

 

大
栗
ミ
ヤ
（
壬
生
）

珍
鳥
か
季
間
限
定
空
の
旅  

 

 

石
井
信
一（
藤
岡
）

眠
い
の
に
闇
夜
振
る
わ
す
猫
の
恋 

 

 

佐
山
光
男
（
藤
岡
）

冬
薔
薇（
ふ
ゆ
ば
ら
）に
紅（
あ
か
）き
幻（
ま
ぼ
ろ
し
）

一輪
の
影 

森
田
恵
代
（
藤
岡
）

蒲
公
英（
た
ん
ぽ
ぽ
）や
這（
は
）い
つ
く
ば
っ
て
春
を
待

つ 

森
田
フ
ジ
子（
藤
岡
）

【
大
宮
支
店
句
会
】

手
を
引
か
れ
曾
孫
と
歩
く
小
正
月 

栃
木
タ
カ

列
は
な
れ
霜
柱
踏
む
登
校
児 

神
永
節
子

女（
め
）正
月
自
由
と
な
り
て
書
を
習
う 

 

 

飯
島
初
枝

窓
の
外
風
花
光
り
舞
い
お
ち
る 

内
田
道
子

山
に
日
の
沈
む
を
眺
む
冬
座
敷 

出
井
マ
キ

娘（
こ
）も
子
等
に
悩
め
る
年
齢（
と
し
）や
冬
陽
さ
す 

 

 

小
野
口
道
子

【
壬
生
俳
句
愛
好
会
】

塩
少
し
入
れ
る
煮
豆
や
春
寒
し 

金
子　

恵

吹
く
風
に
研
ぎ
す
ま
さ
れ
て
梅
二
輪 
い
と
う
た
け
し

弁
天
の
豊
か
な
乳
房
に
梅
が
散
る 

渡
辺
八
枝
子

温
も
り
を
欲
し
が
る
仔
猫
春
の
雨 

け
ず
か
さ
ち
こ

納
屋
の
戸
の
少
し
あ
き
ゐ
て
余
寒
か
な  
木
村
伝
一

大
人
び
し
眉
三
杯
目
や
春
彼
岸 

山
川　

都

六
十
路
に
も
と
き
め
き
は
あ
り
シ
ク
ラ
メ
ン 

 

 

さ
と
う
ひ
ろ
み

血
圧
も
心
拍
も
よ
し
春
の
雷 

伊
沢
克
明

【
渋
柿
栃
木
支
部
】

初
午
や
あ
ち
こ
ち
か
ら
の
し
も
つ
か
れ 
関
塚
ト
ヨ
子

初
午
や
里
に
伝
は
る
食
文
化 

熊
倉
敬
枝

筑
波
嶺
の
裾
の
沃
野
や
麦
青
む 

岩
瀬
と
き
子

初
午
や
孫
誕
生
の
苗
を
買
ひ 

渡
邉
き
よ
し

初
午
や
大
き
く
重
き
稲
荷
寿
司 

田
村
哲
夫

初
午
の
五
色
幟
や
子
供
の
字 

大
橋
正
義

下
町
の
火
防
凧
買
ふ一の
午 

川
俣
ミ
チ
子

初
午
や
幣
新
し
き
屋
敷
神 

栃
木
光
歩

天
井
の
指
紋
気
に
な
る
年
の
暮 

関
口
了
平

初
午
や
野
州
名
物
風
の
音 

大
出
義
子

【
大
杉
句
会
】

菜
園
の
土
の
固
さ
や
浅
き
春 

栃
木
光
歩

春
浅
し
日
光
め
ざ
す
スペー
シ
ア 

知
久
新
一

雀
等
も
隠
れ
続
く
や
春
を
待
つ 

鈴
木
俊
男

酒
粕
の
ド
サ
と
届
き
し
春
の
昼 

岡
田
照
子

春
浅
き
運
動
公
園
人
疎
ら 

福
田
千
代

春
浅
く
石
灰
山
の
天
の
瑠
璃 

佐
藤
榮
江

【
岩
舟
町
小
楢
吟
社
】

早
春
や
散
歩
を
伸
ば
す
歩
助
車 

小
倉
芳
子

早
春
や
木
の
芽
ふ
く
ら
み
逞
し
く 

堀
内
康
弘

早
春
や
文
字
み
る
の
み
に
も
嬉
し
か
り 
麻
生
杉
女

背
伸
び
し
て
早
春
の
路
歩
み
け
り 

大
阿
久
薫
雄

早
春
や
三
毳
、唐
沢
の
山
を
詠
む 

池
田
涼
舟

早
春
や
松
の
枝
に
て
遊
ぶ
小
鳥（
と
り
） 

 

 

池
田
恵
琴

早
春
の
小
野
の
山
里
穏
や
か
に 

林　

秀
代

【
三
杉
句
会
】

襞
白
き
男
体
山
や
春
浅
き  

栃
木
光
歩

春
浅
し
供
へ
も
の
あ
る
辻
地
蔵 

川
島
泰
子

人
影
の
見
え
ぬ
田
畑
や
春
浅
し 

大
橋
正
義

春
寒
や
俄
に
襲
ふ
こ
む
ら
が
へ
り 

熊
倉
敬
枝

　
田
ん
ぼ
道
春
を
知
ら
せ
た
芹
を
摘
む 
 

 

廣
瀬
進
一（
岩
舟
）

放
射
能
い
ず
れ
我
が
身
も
避
難
民 
 

 

佐
武　

朗
（
岩
舟
）

八
十
路
坂
先
き
も
長
い
と
ひ
と
休
み 
 

 

大
栗
南
風
（
都
賀
）

給（
た
ま
）わ
り
し
郷
土
料
理
の
し
も
つ
か
れ
友
そ
れ

ぞ
れ
に
味
の
異
な
る 

熊
倉
須
美
（
栃
木
）

男
体
山（
な
ん
た
い
）の
冠
雪
仰
ぎ
仕
事
場
へ
ト
マ
ト

色
づ
き
出
荷
始
ま
る 

泉　

幸
代
（
栃
木
）

杉
山
の
葉
っ
ぱ
の
色
が
変
化
し
て
花
粉
を
飛
ば
す
用

意
が
出
来
る 

白
石
幸
子
（
栃
木
）

老
い
た
れ
ば
古
着
山
積
み
部
屋
置
き
て
勿
体
ぶ
れ
ば

娘
は
訝（
い
ぶ
か
）る 

山
川
勝
三
（
壬
生
）

晩
酌
を
嗜（
た
し
な
）む
夜
は
ご
飯
喰
わ
な
い
と
言
っ

て
た
機
敏
な
友
事
故
に
遭
遇
す 

 

 

安
生
ひ
で
お（
都
賀
）

近
代
家
日
本
の
行
事
節
分
の
福
呼
び
叫
け
ぶ
声
も

聞
え
ぬ 

金
子
喜
枝
（
大
平
）

日
だ
ま
り
に
水
仙
の
蕾
春
告
ぐ
る
今
朝
教
え
子
が

永
遠（
と
わ
）の
旅
逝
く 

永
田
良
子
（
大
平
）

一
輪
車
の
曾
孫
連
れ
立
ち
公
園
を
グ
ル
リ
と
廻
る
メ

リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス 

須
藤
里
子
（
大
平
）

米
寿
過
ぐ
運
転
出
来
た
幸
を
返
納
決
め
て
空
し
さ

過（
よ
）ぎ
る 

毛
塚
雪
（
都
賀
）

晴
れ
わ
た
る
夕
空
西
へ
白
線
を
曳
き
つ
つ
二
機
の
飛

行
機
の
行
く 

田
島
昭
治
（
栃
木
）

逞
ま
し
く
寒
さ
に
め
げ
ず
畑
の
麦
青
す
こ
や
か
に
元

気
を
も
ら
う 

田
島
歌
子
（
栃
木
）

恙（
つ
つ
が
）無
く
孫
達
年
頃
気
に
成
り
て
時
代（
と

き
）の
流
れ
と
心
を
し
な
わ
せ 

 

 

石
川
ト
ク
（
藤
岡
）

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
投
稿
は
各
支
店
ま
た
は
本
店
総
務
課
ま
で

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
毎
月
８
日
、
一
人
一
首
（
句
）
で
お
願
い
し
ま
す
。

作
品
は
楷
書
で
丁
寧
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。

しもつけ 10
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